
開催日時 　2022年10月22日（土）・23日（日）

会場　立山町総合公園 （富山県中新川郡立山町野沢１）

主催　NPO法人立山クラフト舎

運営　立山Craft2022実行委員会

2015年に始まった立山Craft。

雄大な立山連峰に抱かれ、豊かで穏やかな田園が広がるこの土地の魅力を感じて欲しい。

クラフトという文化が根付いて欲しいという想いから始まりました。

1年に2日間だけの開催ではありますが、継続して開催していく中で、地域の魅力を再発見するきっかけにして欲しいと考えています。

立山Craftが紡ぐ沢山の縁が、生活に彩りを与え、地域と子供達の未来を豊かにしていることを期待しています。

開催にあたり、ご支援ご協力いただきました皆様に心よりお礼申し上げます。

2020年・2021年と、新型コロナウイルスの感染状況の影響で開催を秋に延期とした経験から、今年は始めから秋開催として準備

を進めてきました。2日目の最後こそ雨と風により1時間前倒しの終了の判断となったが、コロナ前に近い状態で県外の来場者を

迎える久しぶりとなり、お天気に恵まれ、多くの人たちで賑わった。

協賛

木の香 株式会社前川建築/株式会社サンリツ/アルペン交通株式会社/たてやま整体/sky visual works/FLAT COFFEE/IMF 株式会

社(順不同・敬称略)

立山Craft2022秋 報告書

　22日　10:00～16：00　　23日　 9:00～16：00

立山Craft2022秋フライヤー



全国から陶磁器・木工・ガラス・革皮・ガラス・金属など、オリジナルの作品を作る作家が84組出店した。

作品の実演やワークショプを行う店舗もあった。

立山Craft2022秋クラフト出店応募総数は174組。この中から会場の雰囲気に合う85組を運営メンバーによって選考を行った。※1

組コロナの為出店キャンセル

※コロナ前の300近い応募数から考えると、来場者の居住地制限をなくした開催の割には応募総数の数が伸び悩んだ印象を受け

る。

■イベント内容

クラフトブース



フードも公募という形をとり、県内外の21組の出店を決定、フード出店エリアを中央広場・ゲートボール場に分け、出店場所の

希望を取った中でのブース配置を行った。

（フード出店申込総数27組）

地域紹介ブース

地元住民による「日中上野」「新瀬戸」「東谷」地区の出店と、立山町役場からは「立山町紹介ブース」「（仮称）防災センター

及び児童館ＰＲブース」の出店があった。

フードブース



音楽の生演奏

初めてゲートボール場に設置した音楽のステージでは、ざわさん、梅花藻、水の都楽団 、Tateyama Hot Club with hikovowの4組

の方が演奏を行った。演奏や歌声が会場中を温かく包みこみ、秋の雰囲気と相まって空間を盛り上げた。

遊びのコーナー

丸太を並べた丸太広場、積み木、輪投げ等を設置し、思い思いに遊ぶ子供たちで賑わった。



気球体験

株式会社サンリツ様のご協力の下、​サンリツバルーンクラブの皆さまによる熱気体験が野球場を会場に行われた。気球体験は

2019年以来2度目の開催となった。

会場装飾

今年も大型テント等を依頼したのは、富山県の流木アーティスト集団OPENHOUSE。

会場には手作りの射的場が設置され、お祭り感で会場を盛り上げて頂いた。



映画上映会

立山Craftアンバサダー

富山県の魅力を紹介する発信を行っている「とやま暮らし」さんと

「emicom」さんに、それぞれのSNSでのイベント開催前の告知や立山

Craftの公式アカウントでの掲載のアドバイスを行ってもらった。また、イ

ベント当日の2日間は、立山Craftのアカウントでのストーリーズやライブ

配信を代行して発信をしてもらった。

当日は会場横からシャトルバスも運行をしていた為、待ち時間に始めてイベント広場に立ち寄る方もあり、立山町にも映画を楽しめる空間が

ある事を知って頂けた。

また、様々な年齢層の方が涙を浮かべて会場を後にされる様子を見ると、立山Craftとはまた別の要素で、心情に響く企画をこの立山町で作る

事が出来ると実感した。

立山町総合公園だけでなく、立山町全体が盛り上がる2日間になればと願い、同日にみらいぶイベント広場での映画上映会を開催した。無料上

映作品は、「チャップリンの冒険」、「人生、いろどり」、「ミッドナイト・バス」、「おくりびと」等。

【（4年度）立山町地域づくり支援事業補助金事業】



無料シャトルバス

電鉄富山五百石駅⇔立山町総合公園

2020年、2021年と、来場者を富山県在住の人に限る形で開催をしてきたが、今年は2年ぶりに居住地の制限を設けない形での開催

となった。その為、駐車場の混雑を避ける為に2年ぶりに無料シャトルバスの運行を行った。

アンケートではシャトルバスの出発時刻を記載してほしいという意見が見られ、次回以降に改善点としたいと考えている。

ボランティア参加

事前準備、前日準備、イベント当日の４日間、富山県の社会人野球チーム「IMF BANDITS 富山」の皆さんが、ボランティアで運

営に関わって下さった。

イベント当日の運営は、荷物を運んだり、設営をしたり、撤去をしたり、お客様を迎えたり。沢山の人の力が必要であり、皆さん

にお力添えを頂いたお陰で無事に事故もなく終える事が出来た。



チケット販売枚数について

○オンラインチケット販売枚数

22日（土）500円×1963枚・400円×548枚

23日（日）500円×1940枚・400円×357枚

○現金での会場でのチケット販売枚数　

23日（土）500円×67枚、400円×55枚

23日（土）500円×115枚、400円×62枚

 

○招待チケットでのご入場者数31名

来場者さんはどこから来られたのか

チケット購入時のアンケートと、会場に設置したどこから来ましたかMAPで、来場者さんの居住地を調査した。

2377　	富山県

110　 石川県

17　　	長野県

9	　　　新潟県

8	　　　岐阜県、東京都

5	　　　愛知県、福井県

3	　　　京都府

2	　　　群馬県、埼玉県、三重県、奈良県、北海道

1	　　　群馬県、滋賀県、秋田県、神奈川県、静岡県、大阪府、

栃木県、和歌山県  （回答2560件）

コロナ前には及ばないものの、昨年、一昨年と比べると来場者数は明らかに増えている。県外からの来場者が増えたからだと感じ

ていたが、この数字を見ると、まだまだ県外への周知が必要であると感じる。
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「立山Craft2022秋」来場者アンケート結果

チケット購入者を対象にアンケートを行った【回答342人】
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立山Craft2022実行委員/

佐藤みどり、松崎郁穂、佐伯敏哉、川端里枝、高江航、百瀬一郎、林勇治郎、高畠麻衣、中島大地、村上和博、綿谷均

立山Craftサポーター/13名、子供スタッフ2名

印刷物デザイン/ナミエミツヲ(sky visual works)

写真撮影/釈永聡、高瀬忠良、土肥茜

映画上映オペレーション/森川将人（Must films）

※NPO法人立山クラフト舎会員12名

運営メンバーについて

　今年は初めて最初から秋開催とする中で準備を進めて参りました。

お天気の変わりやすい立山の秋。2日目は日差しのある秋晴れから一転、雷の音を合図に突風と雨、時間を早めてのCloseとなっ

てしました。しかし、会期中の2日間を思い返すと、心地良い秋の公園を皆さんが思い思いに満喫されていた光景が蘇ります。

出店作品との出会いは勿論のこと、久しぶりの再会、新たな出会い、嬉しい気づき。心を満たすのに大切な要素が会場にはありま

した。

コロナ禍となってから、制約がある中ででも開催を続けて参りましたが、今年の開催は、コロナ前、2019年とほぼ同等の開催内

容となりました。本来の日常に戻ってきたことを改めて実感します。

　会場となる上東地域は、少子高齢化が進む中山間地にあります。子どもたちの数が減少し、地域のあり方が見直されている中

で、私達の立山Craftは開催されています。

　自分たちが果たす役割を改めて見直しながら、今後もより良い形で継続した開催をめざしていきたいと考えています。

　最後になりましたが、ご協賛を賜りました方々をはじめ、地元の方々、ボランティアスタッフとして参加して下さった方々な

ど、今年も沢山の方々の支えがあったからこそ「立山Craft2022秋」を無事に開催する事が出来ました。

　今年も沢山の笑顔があふれる会場になりました事に心より感謝いたします。

立山Craft2022秋 を終えて

2022年11月

NPO法人立山クラフト舎

立山Craft2022実行委員会

　代表　佐藤みどり



8年間の変化

※来場者数の計算は、2015・2016・2017は会場マップの配布枚数を元に、2018年以降はチケットを購入された枚数、お子様の割

合を元に計算している。

「立山Craft2017」2017年5月27日、28日　出店総数104組（クラフト78、フード18、地域紹介5、他3）

来場者数約15,000人　facebookフォロワー数3320人、Instagramフォロワー数881人

「立山Craft2018」2018年5月26日、27日　出店総数114組（クラフト85、フード22、地域紹介5、他2）

来場者数約15,000人　facebookフォロワー数3765人、Instagramフォロワー数1323人

「立山Craft2019」2019年5月26日、27日

出店総数130組（クラフト95、フード23、地域紹介6、ご協賛ブース2、その他４）

来場者数約15,000人　facebookフォロワー数4022人、Instagramフォロワー数1781人

「立山Craft」2015年5月30日、31日　出店総数65組（クラフト50、フード10、地域紹介３）

来場者数約8000人　facebookフォロワー数1037人

「立山Craft2016」2016年5月28日、29日　出店総数94組（クラフト65、フード20、地域紹介4、他4）

来場者数約14,000人　facebookフォロワー数2395人

「立山Craft2020 秋」2020年11月14日、15日　出店総数84組（クラフト68、フード12、地域紹介3）

来場者数約5,000人　facebookフォロワー数4024人、Instagramフォロワー数2575人、Twitterフォロワー数85人

「立山Craft2021秋」2021年10月23日、24日　出店総数100組（クラフト82、フード15、地域紹介3）

来場者数約5,500人　facebookフォロワー数4375人、Instagramフォロワー数3752人、Twitterフォロワー数195人

「立山Craft2022秋」2022年10月22日、23日　出店総数110組（クラフト84、フード21、地域紹介4、その他１）

来場者数約8,000人　facebookフォロワー数4249人、Instagramフォロワー数4623人、Twitterフォロワー数220人


